
令和６年度 五城小学校施設利用計画

屋内運動場
（備蓄倉庫含）

避難所としての学校施設利用計画

児童の運動スペース

仮設トイレ
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居住スペース，
本部スペース，
特設公衆電話

避難者には，プー
ル付帯の外トイレ
を開放するが，感
染症発症者が出た
場合は，感染症患
者優先の措置をと
る。
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支援物資備蓄スペース

屋内体育館以外に，開放スペー
スが必要となった場合は，２次
開放場所とする。

救護スペース

パーティションで，
一部に授乳室設置，
児童学習スペースと
共用。

体育館横の水道や下
水道が使えない場合，
体育館南に設置する。

感染症患者スペース

駐車用スペース

駐車用スペース

駐車用スペース
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※ 普通教室は，児童の学習スペースとする（状況に応じて変わることがある）。
※ 緊急時，職員室は，避難所の情報集約・伝達の拠点になるので，職員が常駐する。

◆ 係分担
〇 平日（児童が登校している場合）→ 避難者には，職員室職員を中心に対応。担任は児童の指導。
〇 平日（児童が不在の場合）→ 避難者には，全職員で対応（担任は，児童の安否確認後）。
〇 休日 → 避難者には，校長，教頭を中心に対応（要請があった場合は，他の職員も参加）。
・ 震度４以上の地震発生時，家族，居住する地域の安全確認後，勤務地の学校へ。（校長，教頭等）
・ 震度５強以上の地震発生時，全教職員は，自身の家族，居住する地域の安全を確認後，勤務地の学校
へ集合。必要に応じて避難所の対応等に参加。

◆ 学校災害対策本部について
○ 対策本部 （校長，教頭） → 校内組織統括，学校内外機関との連絡調整，校内各班の支援
・ 安否確認避難誘導 （教務） → 児童，職員の安否確認の統括・報告，校内各班の支援
・ 保護者連絡 （生徒指導） → 児童の安否確認
・ 安全点検消火 （２年） → 初期消火，安全確認，被害状況の把握と報告
・ 応急復旧 （用務事務） → 応急復旧の機材調達・管理，危険箇所の応急復旧や立入禁止措置
・ 救護（養護教諭）→ 傷病者の救護 病院との連絡調整
・ 避難所支援 （３年，６年，保健主事，司書） → 避難所開設の初期支援，避難所運営の補助
（その他の職員も避難所が開設の際には，物資の搬入や配給等に可能な限り協力する。）
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内容物
・トイレットペーパー 16巻 ・紙コップ ・ゴミ袋
・スリッパ 20足 ・簡易折りたたみ担架
・防災グッズコンテナ ・ヘルプマーク５ ・テレビ
（緊急告知用ラジオ，ラジオ用乾電池，筆記用具，外国人用パ
ンフ，避難所運営マニュアル 等）
その他
簡易ベッド５ スポットクーラー３ テント パーテーション

第３次開放スペース
第２次開放までに収容しきれなくなった場合に，協
議の上，開放する

第２次開放スペース
体育館だけでは避難者を収容できなくなった場合に
開放（感染症発症者，長期避難の要配慮者優先）。

児童・職員トイレ

体育館ステージ下・災害
用備蓄物品（下欄参照）

理科室

男子
更衣室

避難者
スペース

女子
更衣室

長期避難の要配慮
者を優先して割り
当てる。

備蓄倉庫
岡山市危機管理室設置の
備蓄倉庫を平成30年度よ
り運用。備蓄物資は左下
参照

備蓄倉庫に整備されている物資等
毛布500枚 クラッカー560食
アルファ米1000食
飲料水504本 粉ミルク2064袋
排便用収納袋2500枚
トイレットペーパー100ロール マス
ク600枚
紙おむつ（子ども用1160枚・大人
用236枚）
尿取りパット168枚
生理用品（ナプキン468枚）
ブルーシート5枚 投光器1基
発電機カセットガス型1台

体育館ステージ下
災害用備品

複式解消
教室

ペット避難用
スペース

旧JA倉庫前

２階放送室にある鍵で
両方のトイレを開ける。

複式解消
教室

第１次開放スペース（避難所開始利用直後に開放）


